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はじめに 

 

最近では多くの業種に人手不足が見られ、それぞれの企業においては、早期離職防止と定着が

重要な経営課題になっています。しかし、平成 29年の調査によれば、卒業後 3年以内の離職率は

高校生 40.8％、大学生 32.3％と依然として高い水準が続いており、企業の人材確保と若者の就労

に摩擦が生じている状況です。 

こうした若者の雇用問題は、労働条件や業務内容に対する不満、人間関係など職場環境の問題

に留まらず、若者の価値観や内面的な意識にも関係するため、その解決を図ることは容易ではあ

りません。 

国においては「人生 100年時代」を見据えた取り組みが始まり、今の子どもたちは、100歳を超

えて生きることも珍しくないという推計も出されています。また、NRI（野村総合研究所）は、10

～20年後に、日本の労働人口の約 49％が就いている職業において、人工知能やロボット等で代替

することが可能であると発表しています。AI時代の到来とともに社会・経済・産業の大規模な構

造変化と雇用環境の変容が予測されます。若者が人生をより充実させるには、何よりもこれから

の未来社会に調和した人生観・職業観の意識付けが大切になります。そして若者が健やかに成長

し、社会とかかわり、自己を確立し、他者とともに次代の社会を担う力をつけることが必要であ

ると考えます。 

今後、教育現場や企業において、若者の社会的・職業的な自立を促すための早い時期からの「キ

ャリア教育」「人材教育」への期待が一層高まることが見込まれます。 

このような展望のもと、公益財団法人愛知県労働協会では、あいち労働総合支援フロア内で、

各種適性検査を使用した若者のキャリア形成支援の取り組みを進めています。併せて、適性検査

データを活用した雇用問題の研究にも力を入れています。その成果として平成 28年度は、日本労

働研修研究機構(JILPT)「職業レディネス・テスト」の判定データを基に中学・高校生の職業意識

を時系列に整理し『中学生・高校の職業意識に関する研究―「職業レディネス・テスト」検査デ

ータの分析 (基礎分析編)』にまとめました。 

今年度は、昨年度の研究を基に中学・高校生の職業意識の変化の要因などについて、昨年に続

き、南山大学総合政策学部 水落正明教授の協力を得て分析しました。 

キャリア教育の現場には、あらゆる場面で、あらゆる機会に、生徒に対し望ましい職業観・勤

労観及び職業に関する知識や技能を身に着けさせ、自己の個性を理解し、主体的に進路を選択す

る能力・態度を育む役割があります。 

当協会では職業講話や雇用問題の調査研究を通じ、このようなキャリア教育を側面から支えた

いと考えています。その一環として今回の調査研究報告書が、企業の人事労務担当及び教育現場

の進路指導担当の皆様に有効にご活用いただければ幸いに存じます。 

平成３０年２月 

公益財団法人愛知県労働協会 

理 事 長  糟 谷 寛 和 
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第１章 研究の背景と目的 

 

人口減少時代に入り特定の産業の人材不足が露呈され、企業では事業継続・発展のため将来を

担う若手人材の確保・育成が課題となっている。一方「早期離職」、「繰り返される離転職」、「不

本意な雇用形態」などから若年者の失業率は他の年代に比べ高く(図表 1)、こうした需給のミス

マッチが若者世代の特異な労働市場を形成している。 

若い世代の失業に目を向けると、それは単に職を失うだけに留まらず、キャリア形成や職業意

識が不十分となり将来設計に影響を及ぼす。そもそも失業の原因が個人の意識にあるのか、職場

環境などに起因するのか判然としない部分はあるが、日本経済団体連合会が『2018年版経営労働

政策特別委員会報告』において、若年者の早期離職防止への対応について「ミスマッチによる早

期離職を防止するためには、入社前の職場情報の提供や、入社に向けた事前の意識付けが鍵とな

る」としたように、若者の職業意識のあり方に注目することは、近年の雇用管理の要点であり、、

現代の若者の失業問題を解く重要な観点ではないかと考える。特に職業意識の変化を知り、原因

の所在を究明し、対処することは、今後のキャリア教育や人材教育において重要なファクターの

一つになると予想する。 

今回の分析は個人の職業興味・志向性に焦点を当て、中学・高校生が現段階でどの程度、社会

的・職業的自立に向けた考えを持つのかを調べることにした。 

公益財団法人愛知県労働協会では、若者のキャリア教育推進に資するため平成 28年度から中学

生・高校生の職業意識、職務遂行の自信度などの研究に取り組んでいる。 

平成 28年度の研究では、あいち労働総合支援フロア職業適性相談コーナーで実施した労働政策

研究・研修機構(JILPT)の「職業レディネス・テスト(※ 1)」の採点・判定データ(2007 年からの

約 10万件) から中学・高校生の職業興味を時系列にまとめた(※ 2)。 

分析結果から高校生が職業興味や自信度が 2011年以降低下していること、普通科の生徒が近年

職業興味や自信度が低下していることが分かった。 

今回は、平成 28年度研究(基礎分析編)を拡張し、統計的手法により中・高校生の職業意識の変

化の要因を探る。データ解析は南山大学大学総合政策学部 水落正明教授の協力で行い、得られ

た結果から政策的インプリケーションの導出を試みる。 

 

当研究成果が学校等のキャリア教育及び進路指導等に役立つものとなり、併せてあいち労働総

合支援フロアの機関リポジトリ(※ 3)として活用されることを期待する。 
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(図表 1) 完全失業率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

---------------------------------------------------------------------------------- 

(※ 1)  労働政策研究・研修機構『職業レディネス・テスト[第 3版]手引き』2006.3 

「職業レディネス・テスト」(労働政策研究・研修機構(JILPT))は、「職業レディネス」の概念を

取り入れた「生徒自身が、自らの進路を選択し、決定することができるように援助する」という

進路指導の充実(教師の生徒理解)の観点から作成されているもので、職業分野に向かわせる動因

やその心理的構造を数値で視覚的に捉えることができる心理テストである (詳細は次章参照) 。   

 

(※ 2)  平成２８年度あいち労働総合支援フロア調査分析事業『中学生・高校生の職業意識に関

する研究―「職業レディネス・テスト」検査データの分析(基礎分析編)―』 

あいち労働総合支援フロア産業労働情報コーナーホームページ 

http://rodoshien-aichi.jp/common/pdf/chosa2016_honpen.pdf 

 

(※ 3) あいち労働総合支援フロアが作成した学術的資料を保管し一般に提供する仕組み。 
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第２章 「職業レディネス・テスト」の概要 

 

『職業レディネス・テスト』は、1972年に労働省所管の雇用促進事業団が設立した職業研究所

が「自己理解を通じて職業探索へ、職業探索を通じて自己理解へ」を理念に、中学生、高校生の

職業的な発達の準備度の測定を目的に開発した検査である。その後、2006年に職業研究所の後身

である独立行政法人労働政策研究・研修機構が従来の開発理念を継承する形で、職業を巡る社会

的な状況の変化や現代の若者の生活スタイル、価値観なども考慮し、更には中学生・高校生とい

う早い段階での進路指導や職業意識の啓発の必要性なども視野に入れ『職業レディネス・テスト

[第 3版]』として完成、公表したものである。 

 

以下、職業レディネス・テストについて簡単に紹介する。 

  

1. 職業レディネス・テストの構成及び特色 

 

(1) 検査の構成 

 

職業レディネス・テストは、職業興味を測定する A検査、基礎的志向性(日常生活場面での興味

の方向)を測定する B検査、職務遂行の自信度を測定する C検査からなる（図表 2）。 

             

 

(図表 2) 職業レディネス・テストの構成 

   
B検査…基礎的志向性 

   

      

職業レディネス・テスト 
  

A検査…職業興味 
   

    
職業志向性 

   
C検査…職務遂行の自信度 

  

      

 

 

(2) 検査の特色 

 

最新の職業心理学の成果を取り入れている。 

・ A検査は、職業・仕事の内容を記述した 54項目の質問をからなっており、各質問に対して、

好みの程度をそれぞれ 3段階で評定させることにより職業興味を測定する。この検査は、直接的

な好みによる職業興味を測定するため、具体的な職業場面における自己の興味を理解できるよう

になっている。 
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・ B検査は、日常の生活行動や意識について記述した 64 項目からなっており、各質問に対して、

あてはまるか、あてはまらないかを評定させることによって、基礎的志向性を測定する。この検

査は、日常の生活行動・意識の面から生徒の基礎的志向性を探索できるようになっている。 

・ C検査は、職業・仕事の内容を記述した 54項目の質問からなっており、各質問に対して、自信

の程度をそれぞれ 3 段階で設定させることにより職務遂行の自信度を測定する。この検査は、各

種の職業・仕事に対する自信の程度を測定し、職務遂行の自信度という観点から自己の職業観を

理解できるようになっている。 

・ 以上の各検査を対照することで、ダイナミックな職業志向性のとらえ方ができたり、職業その

ものに対する関心と日常生活での興味の方向とを総合した個人の特徴をとらえたりすることがで

きる。 

・ 回答は選択肢による自己評定の形を取っているので受検が容易で抵抗が少ない。 

・ 結果を記録する用紙がワークシート(※ 4)となっており、検査結果がその後の進路指導の教材

として活用できるように工夫されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

----------------------------------------------------------------------------------- 

(※ 4)  労働政策研究・研修機構『職業レディネス・テスト[第 3版]手引き』2006.3 

ワークシート「結果の見方・生かし方」は、A4サイズで 3枚、両面で 6ページの様式となって

いる。内容は、各検査のプロフィールの作成、各尺度と対応する職業例の紹介、自分が興味を持

っている職業との照合など、生徒がプロフィールを描くことにより、どのような領域に対する興

味が高いのか、低いのかを生徒自身がじっくり検討できるよう、また十分に理解することができ

るように工夫が施されている。   
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2. 各検査の測定内容 

 (図表 3)  A、B、C各検査の領域や志向性 

A検査「職業興味を測定」、C 検査「職務遂行の自信度を測定」検査の領域 

領域 

R (現実的興味領域) 機械や物を対象とする具体的で実際的な仕事や活動を好む 

I (研究的興味領域) 研究や調査など研究的、探索的な仕事や活動を好む 

A (芸術的興味領域) 音楽、美術、文芸など芸術的領域での仕事や活動を好む 

S (社会的興味領域) 人に接したり、奉仕したりする仕事や活動を好む 

E (企業的興味領域) 企画や組織運営、経営などのような仕事や活動を好む 

C (慣習的興味領域) 定まった方式や規則に従って行動する仕事や活動を好む 

 

B検査「日常生活場面での興味の方向を測定」検査の志向性 

志向性 下位尺度 内容 

D (対情報関係志向) 

知識、情報、概念、データなどを取り扱うのを好む 

D1 情報を集める 

D2 好奇心を満たす 

D3 情報を活用する 

P (対人関係志向) 

人と直接関わっていくような活動を好む 

P1 自分を表現する 

P2 みんなと行動する 

P3 人の役に立つ 

T (対物関係志向) 

機械や道具など、物を取り扱うことや戸外での活動を好む 

T1 物をつくる 

T2 自然に親しむ 

 

-------------------------------------- 参考文献 ------------------------------------- 

〇『職業レディネス・テスト[第 3版]手引』 / 独立行政法人労働政策研究・研修機構編著 ；独

立行政法人労働政策研究・研修機構, 2006.3 

 

〇『労働政策研究報告書 87 2007 中学生、高校生の職業レディネスの発達―職業レディネス・テ

スト標準化調査の分析を通して―』 / 独立行政法人労働政策研究・研修機構[編]；独立行政法

人労働政策研究・研修機構, 2007.5 
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第３章 グラフでみる各種経済指標及び雇用指標 
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第４章 分析編１ 高校生の職業興味と志向性の検証 

                               大矢耕誌（愛知県労働協会） 

1. 問題の所在 

 

平成 30 年 3 月高等学校卒業予定者の就職内定状況は 91.5％となった。就職環境は売り手市場

の様相を呈し特定の産業では人材不足が問題となっている。とりわけサービス職業(保健医療・介

護、飲食物調理・接客等)、建設業及び輸送業は顕著である。 

近年「女性活躍推進」「働き方改革」の機運が高まり、また少子高齢化の影響もあり、介護、保

育、看護といった人的サービス業の期待は大きくなっている。しかし、これらの職種は“きつい

職場”のイメージが強く、また専門性も高いことから学生の職業選択を限定的なものとしている。 

こうした中で介護、保育、看護の職種に興味を示すものが、その職業を選ぼうとする意識や社

会的な関係をどのように捉えているのか検証することとした。 

若者が職業を選択する過程において、志望動機を何処に求めるのか、何にウェイトを置いてい

るのか、意思決定の過程で自己の意識や技能がどう関わっているのか、それを明らかにすること

は、企業の人材確保や人材教育に役立ち、教育現場の進路指導等にも活用できると考える。 

今回の研究は、日本労働研修・研究機構(JILPT)発行の「職業レディネス・テスト」の検査デー

タを使い高校生の職業興味と志向性の相関等を検討する。 

 

2. 分析手続きと分析に用いるデータ 

 

分析方法は 2007年から 2016 年までの、高等学校普通科、商業科、工業科、農林水産学科等（僅

かではあるが定時制、特別支援などを含む）で実施した「職業レディネス・テスト」の採点結果

約 56,000 件を使い、職業レディネス・テストの A 検査（職業興味）の質問及び B 検査（志向性）

の質問から職業興味と世の中に対する関心や行動特性などの相関を調べる。 

回帰分析は職種に対する興味と志向性の関連を 2 値プロビット・モデル（※）を gretl により

行う。 

具体的な方法は、執筆者において A検査（職業興味）の質問内容から 11の職種を推定し目的変

数とする職種ダミーを設定する。そして B 検査（志向性）から社会性、行動特性などに関する質

問を執筆者により 12問選び説明変数として 12の志向性ダミーを設定する。 

A 検査（職業興味）の回答は「やりたい」「どちらでもない」「やりたくない」の三択方式のため

「どちらでもない」を除いた「やりたい」=1、「やりたくない」=0を職種ダミーの値とし、B検査

（志向性）の回答は「あてはなる」「あてはまらない」の二択方式のため「あてはまる」=1、「あて

はまらない」=0を志向性ダミーの値とする。 

 

（※）  ( )を標準正規分布の累積分布関数とした場合、2値プロビット・モデルは Pr［D＝

1|Ⅹ]＝ (α+βⅩ)で表すことができる。 
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モデル式は、Yi=α＋β1X1i＋β2X2i＋β3X3i＋β3X3i＋β4X4i＋β5X5i＋β6X6i＋β7X7i＋β8X8i＋β

9X9i＋β10X１0i＋β11X11i＋β12X12i＋ui  である。 

 

・観測結果を具体的に示せば、説明変数（志向性）の係数βiが『正』であれば、職業に対する興

味を高くする。『負』であればその逆となる。また、その度合いについては、説明変数の係数βi の

大小を判断するのではなく、限界効果により職業興味への寄与率を計る。なお、限界効果とは、

各説明変数が変化したときに目的変数の確率がどの程度変化するかの影響度を示すもので、説明

変数 Xi 値の変化に伴う目的変数 Yi値の変化量である。つまり、説明変数 Xi値が 1 単位増えたと

き Yiが 1になる確率が分かる。ここでは、Xi（B検査（志向性）の回答「あてはまる」=1、「あて

はまらない」=0）において、0と比べ 1を選択した者がどの程度、職業興味をより持つか、強いか

を（1に近づく）を推定できる。 

 

・有意性とは統計的仮設検定を行う場合に、帰無仮説を棄却するかの判断基準であり、有意水準

5％は帰無仮説が正しいにも関わらず帰無仮説を棄却する危険率が 5％あることを意味する。つま

り、変数が職業興味に変化を与える志向性とした場合、5％以下であれば「職業興味に影響を及ぼ

す志向性に差はない」という帰無仮説は棄却される。 
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3. 変数の定義について 

 

☆目的変数には、下記 11職種への興味「やりたい」=1、「やりたくない」=0を設定する。（ ）は

「職業レディネス・テスト」A検査の問題番号と執筆者による職種の推定 

 

① コンピュータを使って、複雑な計算をする。（A_42 システムエンジニア） 

② インターネットのホームページのデザインをする。（A_33 ウェブデザイナー） 

③ ホテルで、宿泊客の受付や、案内などのサービスをする。（A_22 ホテルマン） 

④ トラックを運転して貨物を運ぶ。（A_31 運送業運転手） 

⑤ 家庭を訪問して、お年寄りや体の不自由な人の世話をする。（A_34 介護福祉士） 

⑥ 患者の体温や血圧を測ったり、入院患者の世話をする。（A_28 看護師） 

⑦ 新しい理論を考えて、調査や実験でそれを確かめる。（A_26 研究者） 

⑧ 悩みをもつ子どもやその家族からの相談にのり、援助する。（A_46 カウンセラー） 

⑨ 自動車のエンジンやブレーキを調べて、修理する。（A_37 自動車修理工） 

⑩ 店長として、商品の仕入れや販売方法を工夫し、売り上げを伸ばす。（A_47 販売員） 

⑪ 保育園で乳幼児の世話をしたり、いっしょに遊んだりする。（A_04 保育士） 

 

 

★説明変数には、下記の 12問の志向性「あてはなる」=1、「あてはまらない」=0を仮定する。（ ）

は「職業レディネス・テスト」B検査の問題番号と執筆者による志向性の定義付け。 

 

X1  短い間にたくさんの情報を集めることが得意だ。ダミー（B_01 技術力） 

X2  指先を使って物を組み立てるのが得意だ。ダミー（B_03 器用さ） 

X3  グループで行動するのが好きだ。ダミー（B_05 協調性） 

X4  友達や家族の役に立つとうれしい。ダミー（B_08 奉仕力） 

X5  流行に関する情報は雑誌やインターネットでチェックする。ダミー（B_08 情報リテラシー） 

X6  慎重な性格だと思う。ダミー（B_23 性格） 

X7  世の中で起きている事件や出来事に関心がある。ダミー（B_28 社会的興味） 

X8  人より目立つことが好きだ。ダミー（B_34 行動力・承認欲求） 

X9  自分から人に話しかけることが多い。ダミー（B_42 積極性・コミュニケーション） 

X10 世の中の役に立つことをしたい。ダミー（B_48 社会貢献） 

X11 何かを説明するときにはわかりやすく情報を整理する。ダミー（B_49 論理的思考） 

X12 休みの日に家で一人で過ごすのはつまらない。ダミー（B_53 内向・外向性） 
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職業興味と志向性分析 高校生女子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

限界効果 限界効果 限界効果 限界効果 限界効果 限界効果 限界効果 限界効果 限界効果 限界効果 限界効果

-1.444 *** -0.707 *** -1.000 *** -1.523 *** -1.614 *** -1.633 *** -1.587 *** -1.435 *** -1.691 *** -1.891 *** -0.613 ***

B_01　短い間にたくさんの情報を集める
ことが得意だ。ダミー

情報収集力 0.402 *** 0.073 0.408 *** 0.158 0.122 *** 0.046 0.027 0.004 -0.069 *** -0.022 -0.009 -0.003 0.339 *** 0.042 0.159 *** 0.064 0.095 *** 0.010 0.251 *** 0.082 -0.123 *** -0.040

B_03　指先を使って物を組み立てるのが
得意だ。ダミー

技術力
器用さ

0.260 *** 0.044 0.409 *** 0.160 -0.027 -0.010 0.305 *** 0.045 0.045 ** 0.015 0.070 *** 0.023 0.300 *** 0.035 0.029 0.011 0.573 *** 0.064 0.264 *** 0.085 0.036 * 0.011

B_05　グループで行動するのが好きだ。

ダミー
協調性 -0.004 -0.001 0.102 *** 0.040 0.227 *** 0.087 -0.092 *** -0.013 0.108 *** 0.035 0.102 *** 0.034 -0.157 *** -0.018 0.063 *** 0.025 -0.103 *** -0.011 0.073 *** 0.023 0.374 *** 0.124

B_08　友達や家族の役に立つとうれし

い。ダミー
奉仕力 -0.215 *** -0.040 0.109 ** 0.043 0.356 *** 0.140 -0.084 -0.013 0.295 *** 0.087 0.277 *** 0.084 -0.447 *** -0.068 0.456 *** 0.176 -0.214 *** -0.025 0.157 *** 0.048 0.524 *** 0.191

B_17　流行に関する情報は雑誌やイン

ターネットでチェックする。ダミー
情報リテラシー -0.049 ** -0.008 0.324 *** 0.128 0.233 *** 0.089 -0.189 *** -0.028 -0.191 *** -0.063 -0.066 *** -0.022 -0.242 *** -0.028 -0.128 *** -0.051 -0.274 *** -0.029 0.215 *** 0.068 0.056 *** 0.018

B_23　慎重な性格だと思う。ダミー 性格 0.067 *** 0.011 0.065 *** 0.026 0.067 *** 0.026 -0.125 *** -0.017 -0.033 -0.011 -0.030 -0.010 0.037 0.004 0.035 * 0.014 -0.075 *** -0.007 0.026 0.008 -0.058 *** -0.019

B_28　世の中で起きている事件や出来事
に関心がある。ダミー

社会的興味 0.099 *** 0.016 0.171 *** 0.068 0.180 *** 0.069 0.144 *** 0.020 0.197 *** 0.064 0.210 *** 0.069 0.412 *** 0.046 0.299 *** 0.119 0.225 *** 0.023 0.208 *** 0.066 -0.017 -0.006

B_34　人より目立つことが好きだ。ダ
ミー

行動力
承認欲求

-0.172 *** -0.028 0.082 *** 0.032 0.139 *** 0.053 0.152 *** 0.022 -0.197 *** -0.063 -0.095 *** -0.031 0.065 ** 0.007 0.049 ** 0.020 0.064 ** 0.007 0.357 *** 0.118 -0.022 -0.007

B_42　自分から人に話しかけることが多
い。ダミー

積極性
コミュニケー

ション

-0.100 *** -0.017 -0.059 *** -0.023 0.298 *** 0.113 0.006 0.001 0.299 *** 0.098 0.242 *** 0.080 -0.083 *** -0.009 0.340 *** 0.135 -0.032 -0.003 0.206 *** 0.066 0.320 *** 0.103

B_48　世の中の役に立つことをしたい。
ダミー

社会貢献 0.154 *** 0.025 0.107 *** 0.042 0.377 *** 0.145 0.159 *** 0.021 0.807 *** 0.236 0.672 *** 0.204 0.284 *** 0.029 0.713 *** 0.275 0.145 *** 0.014 0.375 *** 0.114 0.395 *** 0.133

B_49　何かを説明するときにはわかりや
すく情報を整理する。ダミー

論理的思考 0.218 *** 0.038 0.095 *** 0.037 0.086 *** 0.032 -0.010 -0.001 -0.055 *** -0.018 0.019 0.006 0.224 *** 0.026 0.167 *** 0.066 0.064 ** 0.007 0.189 *** 0.061 -0.063 *** -0.020

B_53　休みの日に家で一人で過ごすのは
つまらない。ダミー

内向・外向性 -0.085 *** -0.014 -0.178 *** -0.070 0.099 *** 0.038 0.042 0.006 0.176 *** 0.058 0.169 *** 0.057 -0.133 *** -0.014 0.088 *** 0.035 -0.033 -0.003 0.117 *** 0.038 0.354 *** 0.111

const

 

          　　　　目的変数「興味ある」=1
                  　　　　「興味ない」=0
                        　　　 (職業興味)

 説明変数「はい」=1
         「いいえ」=0

　　           (志向性)

n 女　23965

係数 係数係数 係数

A_33 インターネットの
ホームページのデザイン

をする。

A_42 コンピュータを使っ

て、複雑な計算をする。

女　19601 女　20084女　20133 女　19750 女　23860女　22814

係数 係数係数 係数***有意水準1%、**5%、*10%　で有意 係数 係数 係数

A_04 保育園で乳幼児の世
話をしたり、いっしょに

遊んだりする。

A_47 店長として、商品の
仕入れや販売方法を工夫

し、売り上げを伸ばす。

A_37 自動車のエンジンや
ブレーキを調べて、修理

する。

A_46 悩みをもつ子どもや
その家族からの相談にの

り、援助する。

カウンセラー 自動車修理工 販売員

女　19236 女　24535 女　19769 女　20804

看護師 研究者 保育士システムエンジニア ウェブデザイナー ホテルマン 運送業運転手 介護福祉士

A_26 新しい理論を考え
て、調査や実験でそれを

確かめる。

A_28 患者の体温や血圧を
測ったり、入院患者の世

話をする。

A_34 家庭を訪問して、お
年寄りや体の不自由な人

の世話をする。

A_31 トラックを運転して

貨物を運ぶ。

A_22 ホテルで、宿泊客の
受付や、案内などのサー

ビスをする。
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職業興味と志向性分析 高校生男子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

限界効果 限界効果 限界効果 限界効果 限界効果 限界効果 限界効果 限界効果 限界効果 限界効果 限界効果

-1.351 *** -1.140 *** -1.615 *** -0.761 *** -2.071 *** -2.273 *** -1.371 *** -1.861 *** -0.718 *** -1.578 *** -1.203 ***

B_01　短い間にたくさんの情報を集める

ことが得意だ。ダミー
情報収集力 0.494 *** 0.136 0.569 *** 0.214 0.150 *** 0.047 -0.062 *** -0.024 0.020 0.004 0.105 *** 0.017 0.369 *** 0.113 0.187 *** 0.061 -0.060 *** -0.024 0.311 *** 0.113 0.032 0.013

B_03　指先を使って物を組み立てるのが

得意だ。ダミー

技術力

器用さ
0.190 *** 0.049 0.225 *** 0.083 -0.102 *** -0.031 0.305 *** 0.117 -0.030 -0.006 0.003 0.000 0.326 *** 0.095 -0.080 *** -0.026 0.708 *** 0.275 0.116 *** 0.042 0.014 0.005

B_05　グループで行動するのが好きだ。

ダミー
協調性 -0.012 -0.003 0.061 *** 0.022 0.164 *** 0.050 0.136 *** 0.052 0.042 0.008 0.064 ** 0.010 -0.148 *** -0.044 0.048 ** 0.015 0.144 *** 0.057 0.142 *** 0.050 0.185 *** 0.072

B_08　友達や家族の役に立つとうれし

い。ダミー
奉仕力 -0.027 -0.007 0.087 *** 0.032 0.263 *** 0.075 0.098 *** 0.037 0.334 *** 0.057 0.245 *** 0.035 -0.091 *** -0.027 0.431 *** 0.124 0.126 *** 0.050 0.157 *** 0.055 0.394 *** 0.146

B_17　流行に関する情報は雑誌やイン

ターネットでチェックする。ダミー
情報リテラシー 0.156 *** 0.040 0.539 *** 0.198 0.073 *** 0.023 -0.057 *** -0.022 -0.085 *** -0.017 -0.051 ** -0.008 -0.140 *** -0.041 -0.069 *** -0.022 -0.039 ** -0.015 0.051 ** 0.018 -0.102 *** -0.040

B_23　慎重な性格だと思う。ダミー 性格 0.207 *** 0.054 0.110 *** 0.041 0.053 *** 0.016 -0.049 *** -0.019 -0.027 -0.005 0.024 0.004 0.164 *** 0.048 0.064 *** 0.021 0.010 0.004 0.055 *** 0.020 -0.064 *** -0.025

B_28　世の中で起きている事件や出来事

に関心がある。ダミー
社会的興味 0.089 *** 0.023 0.070 *** 0.026 0.199 *** 0.061 0.093 *** 0.036 0.236 *** 0.046 0.232 *** 0.037 0.351 *** 0.101 0.300 *** 0.096 0.126 *** 0.050 0.238 *** 0.085 0.096 *** 0.037

B_34　人より目立つことが好きだ。ダ

ミー

行動力

承認欲求
-0.321 *** -0.078 0.012 0.004 0.127 *** 0.040 -0.013 -0.005 -0.010 -0.002 0.021 0.003 -0.004 -0.001 0.160 *** 0.053 -0.088 *** -0.035 0.331 *** 0.121 0.264 *** 0.103

B_42　自分から人に話しかけることが多

い。ダミー

積極性

コミュニケー
ション

-0.071 *** -0.018 -0.039 * -0.014 0.249 *** 0.078 0.054 *** 0.021 0.208 *** 0.042 0.182 *** 0.030 0.012 0.004 0.278 *** 0.091 0.029 0.011 0.168 *** 0.061 0.294 *** 0.115

B_48　世の中の役に立つことをしたい。

ダミー
社会貢献 0.138 *** 0.035 0.009 0.003 0.265 *** 0.079 0.154 *** 0.059 0.573 *** 0.103 0.591 *** 0.084 0.301 *** 0.085 0.563 *** 0.170 0.250 *** 0.099 0.311 *** 0.108 0.351 *** 0.134

B_49　何かを説明するときにはわかりや

すく情報を整理する。ダミー
論理的思考 0.258 *** 0.068 0.195 *** 0.073 0.146 *** 0.045 -0.089 *** -0.034 -0.005 -0.001 0.093 *** 0.015 0.294 *** 0.088 0.132 *** 0.043 -0.033 * -0.013 0.188 *** 0.068 0.013 0.005

B_53　休みの日に家で一人で過ごすのは

つまらない。ダミー
内向・外向性 -0.190 *** -0.049 -0.207 *** -0.076 0.031 0.010 0.180 *** 0.069 0.097 *** 0.019 0.013 0.002 -0.110 *** -0.032 0.058 *** 0.019 0.212 *** 0.083 0.165 *** 0.059 0.153 *** 0.060

const

A_42 コンピュータを使っ

て、複雑な計算をする。

A_33 インターネットの

ホームページのデザイン
をする。

A_22 ホテルで、宿泊客の

受付や、案内などのサー
ビスをする。

A_31 トラックを運転して

貨物を運ぶ。

男　22039 男　20467 男　20186 男　20271

***有意水準1%、**5%、*10%　で有意 係数 係数 係数 係数

n

 

          　　　　　目的変数「興味ある」=1
                  　　　　　「興味ない」=0
                      　　　   (職業興味)

 説明変数「はい」=1

         「いいえ」=0
　　           (志向性)

係数 係数

男　21202 男　21695 男　21451 男　20282 男　20690

係数 係数 係数 係数 係数

男　20019 男　19564

A_46 悩みをもつ子どもや

その家族からの相談にの
り、援助する。

A_37 自動車のエンジンや

ブレーキを調べて、修理
する。

A_47 店長として、商品の

仕入れや販売方法を工夫
し、売り上げを伸ばす。

A_04 保育園で乳幼児の世

話をしたり、いっしょに
遊んだりする。

自動車修理工 販売員 保育士システムエンジニア カウンセラー

A_34 家庭を訪問して、お

年寄りや体の不自由な人
の世話をする。

A_28 患者の体温や血圧を

測ったり、入院患者の世
話をする。

ウェブデザイナー ホテルマン

A_26 新しい理論を考え

て、調査や実験でそれを
確かめる。

運送業運転手 介護福祉士 看護師 研究者
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4. 分析結果の考察 

 

○ 情報処理やウェブデザイナーに興味を持つ者の特色は、情報収集能力が高かったり、手先が

器用だったりする。反面、内向的な傾向にあり、人間関係を築くことに対しては積極的とはいえ

ない。 

 

〇 ホテルマンに興味を持つ者の特色は、奉仕性が高く、コミュニケーション力が高い傾向にあ

る。反面、手先の器用さなどの技術力は高くない。 

 

〇 トラック運転手に興味を持つ者の特色は、手先が器用などの技術的な自信を持つほか特色は

見当たらない。自動車修理工にも同じような傾向がみられるが、社会奉仕性が幾分高い傾向にあ

る。 

 

〇 介護士、看護師に興味を持つ者の特色は、社会貢献に対する志向性が極めて高い。また、奉

仕性やコミュニケーション能力も高い。反面、流行や情報収集といったものには関心が薄く、人

に認められたいといった承認欲求も高くない。カウンセラーに興味を持つ者も同様な傾向がみら

れるが、カウンセラーの場合は、情報収集力や論理的思考が幾分高い傾向にある。 

 

〇 研究者に興味を持つ者(リケジョ女子) の特色は、情報収集力や社会興味が高く、手先が器用

であり論理派的な傾向がある。反面、協調性よりも一匹狼といったところがあり、どちらかとい

えば内向的な面が窺える。 

 

〇 販売員に興味を持つ者の特色は、情報力、コミュニケーション力、手先の器用さ、社会性、

協調性などの志向性に突出したものは見当たらないが、何にでも対応できるような性格、志向性

があるようである。 

 

〇 保育士に興味を持つ者の特色は、社会貢献、奉仕、コミュニケーション、協調性が高い。ま

た、一人で行動することよりグループでの行動を好む。 
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5. まとめ 

 

今回の分析は「職業レディネス・テスト」のデータから、高校生の職業興味と志向性の関係を

検証した。その結果、一部の職種で両者に強い相関が確認できた。とりわけ介護職・看護職・保

育士などに興味を示す者が、その職務に必要とされるであろう社会貢献度やコミュニケーション

力を持つことが分かった。 

「職業レディネス・テスト」検査マニュアルには、検査結果は「中学生、高校生は、心身ともに

発達の途上にあり、職業興味は変化するものであり、実施した時点での興味を切り取って示した

ものに他ならないものである。」と記されている。とはいえ今回の分析から高校生の職業興味と特

定の志向性に関連が見つかったことに意義があった。それは「職業興味」と「志向性」が不可分

であり、その“意識の結びつき”が、就職活動、職業選択などの行動に深く関わるものと認識で

きたことである。 

それゆえ、キャリア教育や人材教育では、この大切な“意識の結びつき”を尊重し、職業観の

醸成、社会的自立、アイデンティティの形成に繋げることが必要であり、また“意識の結びつき”

を明示的な方法で若者自身に認識させることも必要と考える。 

こうしたキャリア教育や人材教育を実現させるためには、テクニカルな手法として適性検査の

判定結果（数値の変化）などを有効に活用することも一つの考え方である。 

企業の人材教育や学校のキャリア教育の現場における、職業興味、性格検査、能力検査などの

適性検査ツールの定期的な活用を提案しておきたい。 

ともあれ企業の人事管理担当者、学校での進路指導担当者には、若者の「職業意識の希薄化」

に対峙するのではなく、若者の「職業意識の醸成」に力点を注ぎ、「なりたい自分」を支援する人

材育成、キャリア教育を推し進めてほしい。 
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第５章 分析編２ 中高生の職業レディネスに対する景気の影響 

水落正明（南山大学） 

1. ねらい 

 我が国では近年、経済成長の低迷、個人消費の伸び悩みなどが続き、景気は良いとは言えない。

こうした景気の悪化は、労働市場において労働需要を減少させることになる。これは、学生など

若者にとって、将来、希望の仕事に就ける可能性を引き下げるものであり、中高生の進学意識な

どに影響すると考えられる。具体的には、景気が悪くなると、希望の仕事に就ける可能性が低く

なるため、より高い人的資本（能力）の蓄積を求めて進学意識（需要）が高くなると考えられて

いる。 

 こうした景気の状況を測る指標として、労働市場の状態が用いられることが多く、荒井（1998）、

矢野・濱中（2006）などの研究によって、景気と大学進学の関係が分析されている。荒井（1998）

は日本の時系列データを用いて、有効求人倍率が高くなると女子の大学進学率が低下し、失業率

が高くなると進学率が上昇することを明らかにしている。矢野・濱中（2006）も、同じく日本の

時系列データを用いて、失業率が高まると大学進学の需要が高まることを明らかにしている。い

ずれも景気が良くなる（悪くなる）と大学進学が抑制（促進）されることが確認されている。 

 このように景気と大学進学に関する分析は行われているが、そうした進学意識の裏にある職業

意識はどのような影響を受けているだろうか。進学は将来の仕事を想定したものであるため、何

らかの影響があると考えられる。こうした観点からの研究は現時点では見当たらない。そこで本

章では、景気が中高生の職業意識に与える影響を実証的に明らかにする。景気の指標としては、

荒井（1998）と同様に有効求人倍率を用いることとする。中高生の職業意識には、愛知県の中高

生を対象に行われた職業レディネス・テスト（2007〜2016）の個票情報から、職業興味の標準得

点などを用いる。 

 ここで、愛知県の 2007〜2016 年の有効求人倍率を図 1に示した。有効求人倍率は求職者数で求

人数を割って求められる数値で、1 を越えると求職者に対して求人数が相対的に多いことを意味

し、労働供給者にとって労働市場の状態は良いと捉えられる。つまり景気が良いということであ

る。図 1 を見てわかるように、この時期はリーマンショックに起因する労働市場の悪化と、その

後の改善という大きな変化を経験しており、中高生の職業意識に与える影響を見る上でデータ的

に望ましい状況にある。 

図 1 愛知県の有効求人倍率 

 

 

 

 

資料：愛知労働局「最近の雇用情勢」より作成 
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2. 分析方法 

2.1 変数 

 本章では、景気が中高生の職業レディネスに与える影響を明らかにするために、回帰分析を行

う。 

 回帰モデルの従属変数には職業レディネス・テストの職業興味（A 検査）、基礎的志向性（B 検

査）、職務遂行の自信度（C検査）の標準得点および分化度を用いる。 

  標準得点の分析では、両検査で領域ごとに分析する。すなわち、A と C 検査では、現実的領域

（R）、研究的領域（I）、芸術的領域（A）、社会的領域（S）、企業的領域（E）、慣習的領域（C）を

用い、B検査では 対情報志向（D）、対人志向（P）、対物志向（T）を用いる。 

 もう一種類の指標である分化度とは、A 検査で最も得点の高い領域と最も得点の低い領域の差

をとったもので、この差が大きいほど職業的な意識の発達が進んでいるとされている。その差を

3段階に分けるのが一般的で、分化度が低い（30点未満）、分化度が中程度（30〜50点）、分化度

が高い（51 点以上）のようになる（労働政策研究・研修機構，2007 など参照）。これらにそれぞ

れ 1、2、3という数値を割り当て分析に使用する。 

 独立変数には景気の指標として、調査年の愛知県の有効求人倍率を用いる。そのほかのコント

ロール変数としては、学年、性別、設立主体（公立か私立）、学科を用いる。ただし、中学生のデ

ータでは学科に多様性がないため、学科変数を使用していない。さらに、労働市場の状況だけで

はとらえきれない、景気が職業意識等に与える各調査年の影響（傾向）をコントロールするため

に、トレンド項を 2次項まで使用する。 

2.2 推定方法と記述統計 

 以上の変数を用いて回帰分析を行うが、職業レディネス・テストのデータは、学校ごとにデー

タが収集されており、誤差項が学校ごとに相関を持っていると考えられる。すなわち、通常の回

帰分析が想定しているような理想的な誤差項の分布になっていない可能性が高い。そうしたデー

タに通常の回帰分析を適用した場合、正しい推定結果が得られないことが知られている。そこで、

その影響を取り除くためにマルチレベル推定を用いる1。なお、本章では学校間で切片が異なるラ

ンダム・インターセプトによる推定を行う。 

 本章の分析では、従属変数の種類に応じて以下のようなモデルを使用する。 

（1）A、B、C検査の標準得点の分析 

 標準得点は連続量であるため、マルチレベル・線形モデルを使用する。 

（2）分化度に関する分析 

  分化度は 1、2、3 の 3 段階の順序のある質的変数であるため、マルチレベル・順序ロジットモ

デルを使用する。 

 推定は男女別、中学生・高校生別に行う。なお、本文中では有効求人倍率の推定結果のみ図示

し、その他の独立変数の結果については付録の付表 1〜12 を参照されたい。使用するデータにつ

いて、表 1に中学生の記述統計量、表 2に高校生の記述統計量を示した。 

                                                   
1 マルチレベル推定の詳細については三輪・林（2014）等を参照されたい。 
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表 1 記述統計量（中学生） 

 

 

表 2 記述統計量（高校生）

   



- 17 - 

 

 

 

3. 中学生の分析 

3.1  職業興味（A検査）の標準得点に関する分析 

 A 検査の 6つの領域ごとに、標準得点に対する有効求人倍率の影響を図２にまとめた。「＊」の

印がついているところが、統計的に有意（10％水準）な領域である。つまり、有効求人倍率の影

響があることを示している。例えば、現実的領域（R）では女子のみ有効求人倍率に影響力がある

ことを示されている。さらに、グラフからわかるように正の値（約 1.5）をとっており、これは、

有効求人倍率が 1上がると、女子の現実的領域の標準得点が約 1.5点上がることを意味している。

ただし、有効求人倍率は図１で見たように、0.5〜2 の範囲を変動しており、1 の変化は少し大き

過ぎる変化と見るべきである。 

 有意な結果を見ると、女子は研究的領域（I）以外の 5つの領域で有意であるのに対して、男子

は社会的領域（S）の 1領域のみで有意である。すなわち、女子の職業興味は、男子に比べて労働

市場の状態の影響を受けやすいことがわかる。また影響の方向性については、労働市場の状態が

良くなると、現実的領域（R）、社会的領域（S）、慣習的領域（C）では得点が高くなり、芸術的領

域（A）、企業的領域（E）では逆に低くなることがわかる。労働市場の変化に対して、職業興味は

同じ方向に変化するのではなく、多様な変化をすることがわかる。 

 

図 2  A 検査の標準得点に対する有効求人倍率の影響（中学生） 

 

            ＊は統計的に有意（10％水準）であることを示している。 
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3.2  基礎的志向性（B検査）の標準得点に関する分析 

 B 検査の標準得点に対する有効求人倍率の影響を図 3 にまとめた。図を見てわかるように、有

意なものは一つもない。つまり、基礎的志向性に対して、景気は影響していないことがわかる。

基礎的志向性は、基本的な部分の意識であることから、外部要因の影響を受けにくいと言えるが、

後で見る高校生の分析ではある程度の影響を受けていることが示されており、年齢で影響の有無

に違いあると言える。なお有意ではないが、ほとんどの結果が負の値を示している。つまり、景

気が良くなると、基礎的志向性の得点は下がる可能性があることが示唆されている。 

 

図 3  B検査の標準得点に対する有効求人倍率の影響（中学生） 

 

 

3.3  職務遂行の自信度（C検査）の標準得点に関する分析 

 C 検査の標準得点に関する推定結果を図 4に示した。有意なものは、A検査とまったく同じ結果

になっている。すなわち、女子は 5つの領域で有意であり、一方男子は、社会的領域（S）の 1領

域のみで有意である。影響の方向性もまったく同じであり、景気が良くなると、現実的領域（R）、

社会的領域（S）、慣習的領域（C）では得点が高くなり、芸術的領域（A）、企業的領域（E）では逆

に低くなっている。 

 

 図 4  C検査の標準得点に対する有効求人倍率の影響（中学生） 

 

             ＊は統計的に有意（10％水準）であることを示している。 
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3.4  分化度の分析 

 職業興味で最も得点の高い領域と最も得点の低い領域の差をとったものを分化度と呼び、差が

大きいほど職業的な意識の発達が進んでいるとされている。その差を次のように 3 段階に分ける

のが一般的で、分化度が低い（30点未満）、分化度が中程度（30〜50点）分化度が高い（51点以

上）のようになる。これらにそれぞれ 1、2、3 という数値を割り当て、マルチレベル・順序ロジ

ットによる推定を行う。 

  この分化度に対する有効求人倍率の影響をオッズ比として図 5 に示した。順序ロジットによる

推定では、推定係数の意味をとらえることは困難なためオッズ比を求めている2。図を見ると、女

子のみ有意であることがわかる。また、オッズ比は約 0.85であり、これは有効求人倍率が 1上昇

すると、分化度が上昇するオッズが 0.85倍になることを示している。オッズ比は 1を基準に 1よ

り小さい場合は、従属変数が低くなる確率が高まることを意味しており、ここでは、有効求人倍

率が高まると、分化度が低くなることを意味している。別の言い方をすれば、景気が良くなると、

職業的な意識の発達が抑制されるとも言える。 

 

図 5 分化度に対する有効求人倍率の影響（中学生、オッズ比） 

 

            ＊は統計的に有意（10％水準）であることを示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
2 コイントスを例にすると「表が出る確率/裏が出る確率」をオッズと呼ぶ。コイン Aとコイン Bを使ったトスでそれぞれオッ

ズが計算される。この 2つのオッズの比をとったものをオッズ比と呼ぶ。この場合、オッズは等しいはずなのでオッズ比は 1

になると考えられる。もしコインに何らかの仕掛けがあればオッズは異なり、オッズ比は 1を上回ったり下回ったりする。「コ

イン Aのオッズ/コイン Bのオッズ」が 1を上回ればコイン Aは表が出やすく、1を下回ればコイン Aは表が出にくいというこ

とがわかる。実際の分析での使用例は畑農・水落（2017）などを参照されたい。 
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4.  高校生の分析 

4.1  職業興味（A検査）の標準得点に関する分析 

 A検査の標準得点に対する有効求人倍率の影響を図 6にまとめた。有意な結果について見ると、

男子は研究的領域（I）、企業的領域（E）、慣習的領域（C）で有意であり、その効果はすべて職業

意識を低くしている。一方、女子は現実的領域（R）のみ有意であり、職業意識を高めていること

がわかる。中学生の分析では女子の方が労働市場の影響を受けやすいことが示されていたが、高

校生では男子の方が影響を受けやすいことがわかる。 

 

図 6 A 検査の標準得点に対する有効求人倍率の影響（高校生） 

 

           ＊は統計的に有意（10％水準）であることを示している。 

 

4.2  基礎的志向性（B検査）の標準得点に関する分析 

 B 検査の標準得点に対する有効求人倍率の影響について図 7 にまとめた。有意なものに注目す

ると、男子では対物志向（T）が高くなり、女子では対情報志向（D）が低くなっていることがわか

る。中学生では一つも有意な結果が得られなかったのに対し、高校生はある程度の影響を受ける

ことが示唆されている。 

図 7 B 検査の標準得点に対する有効求人倍率の影響（高校生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊は統計的に有意（10％水準）であることを示している。 
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4.3  職務遂行の自信度（C検査）の標準得点に関する分析 

 C 検査の標準得点に対する有効求人倍率の影響を図 8 にまとめた。有意になっているものは男

子の芸術的領域（A）、企業的領域（E）であり、その効果は、有効求人倍率が上昇すると、この領

域の職務遂行の自信度が低下することを意味している。女子では、有意な領域は一つもなかった。 

 

図 8 C 検査の標準得点に対する有効求人倍率の影響（高校生） 

 

＊は統計的に有意（10％水準）であることを示している。 

 

4.4  分化度の分析 

  分化度に関する推定結果を図 9 にまとめた。男女とも有意ではなく、高校生については、労働

市場の状態と職業意識の分化には関連は見られないことがわかる。 

 

図 9 分化度に対する有効求人倍率の影響（高校生、オッズ比） 
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5. まとめ 

 

 本章では、愛知県の中高生を対象に行われた職業レディネス・テストのデータ（2007〜2016）

を使って、職業興味や職務遂行の自信度、基礎的志向性と景気との関連性について分析した。 

 中学生については、職業興味と職務遂行の自信度が景気からの影響を受けていることが明らか

になった。ただし男女で影響は対称的であり、女子の職業興味は男子に比べて、労働市場の影響

を受けやすいことが示された。これは、小学校から続くこの時期において心理的発達が女子の方

が早いことが一因にあると考えられる。女子の結果について領域ごとに見ると、労働市場の状態

が良くなると、現実的領域（R）、社会的領域（S）、慣習的領域（C）では得点が高くなり、芸術的

領域（A）、企業的領域（E）では逆に低くなっていた。これらは職業興味と職務遂行の自信度の双

方で観察された。労働市場の状態が良いことは景気が良いことを意味しており、景気が良くなる

と、具体的には技術者・機械オペレーター（R）、教員・販売員（S）、事務員・会計士（C）など一

般的な職業に対する興味が高まり、ミュージシャン・デザイナー（A）、放送ディレクター・会社

経営者（E）といったやや特殊な職業に対する興味が低くなる。景気が良くなると、将来、希望の

仕事に就きやすくなると予想すれば逆の結果になるとも考えられるが、景気が良いことで一般的

な仕事に就きやすくなると考えた結果とも言える。また、景気の分化度への影響は女子のみで確

認されたが、景気が良くなると職業意識の発達が弱まるという結果であった。好景気の時期ほど、

職業に対する意識づけを強化する必要があることが示唆されている。 

 一方、基礎的志向性については、労働市場からの影響が確認できなかったことは男女で共通し

ている。ただし、ほとんどの領域で影響が負の方向であることが示唆されており、労働市場の状

態が良くなると、普段の興味や行動の水準が低下する可能性がある。これは、労働市場の状態が

良くなると、将来の就職について楽観的になることで、人的資本を高めようとはしなくなるとと

らえることもできる。 

 高校生の分析では、職業興味と職務遂行の自信度は景気からの影響をやや受けやすいことがわ

かった。また、中学生とは逆に男子が景気の影響を受けやすいことが特徴的である。性別役割分

業意識の強い我が国において、成人に近い高校生で男子が影響を受けた可能性が考えられる。職

業興味について男子の研究的領域（I）、企業的領域（E）慣習的領域（C）で景気が良くなると得点

が低くなっている。具体的な職業で見ると、研究者・学者（I）、放送ディレクター・会社経営者

（E）、事務員・会計士（C）への興味が低下する。中学生の女子ほどはっきりとした傾向は読みと

れないが、好景気に研究者や学者を志す大学院進学者が減少することは知られており、高校生の

段階でもそのような傾向が観察されることがわかった。このことは、通常の会社員や会社経営者

への興味が高まった結果と考えられてきたが、そうした分野への興味も同時に低下するというの

が本章の分析結果である。分化度については男女とも景気の影響は確認されておらず、高校生の

職業意識の発達は比較的安定したものであることがわかった。 

 基礎的志向性については、男女とも景気の影響をある程度、受けることが明らかになっている。

中学生より労働市場に近い立場として、基礎的な志向性も景気から影響を受けたものと考えられ

る。 
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 総じて、本章の目的であった景気と中高生の職業意識には関連があることが確認できた。特に

景気が良くなると、職業に関する意識が弱まることが見出されている。このことは、景気の良い

時ほど、職業に関する意識づけが必要になることを意味しており、適切な対応が求められる。 
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付録 

 付表 1〜12は本章で示した有効求人倍率のほか、その他の独立変数の結果も示している。「尤度

比」は通常のモデルとマルチレベル・モデルの差を示しており、いずれの分析でも 1％水準でマル

チレベル・モデルが支持されている。 

 

付表 1 中学生の A検査（R、I、A）の推定結果 

 

 

 

付表 2 中学生の A検査（S、E、C）の推定結果 
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付表 3 中学生の B検査の推定結果 

 

 

 

付表 4 中学生の C検査（R、I、A）の推定結果 
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付表 5 中学生の A検査（S、E、C）の推定結果 

 

 

 

付表 6 中学生の分化度の推定結果 
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付表 7 高校生の A検査（R、I、A）の推定結果 

 

 

 

付表 8 高校生の A検査（S、E、C）の推定結果 
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付表 9 高校生の B検査の推定結果 

 

 

 

付表 10 高校生の C検査（R、I、A）の推定結果 
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付表 11 高校生の C検査（S、E、C）の推定結果 

 

 

 

付表 12 高校生の分化度の推定結果 
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寄稿 「職業レディネス・テスト」の活用を通してキャリア教育の推進を！ 

梶村章嘉(愛知県労働協会) 

生徒一人ひとりの個性を科学的・客観的に捉えるためのアセスメント・ツールは、職業との関

係性や将来の目標と照らし合わせ、適切にフィードバックするなど効果的に活用することで、よ

り一層、自己理解と職業理解が進む。 

アセスメント・ツールには、様々な検査が用意され、中学生、高校生を対象としたものには、

公共職業安定所（ハローワーク）の問題用紙の提供もあり、「職業レディネス・テスト」と「厚生

労働省編一般職業適性検査」が多く利用されている。当コーナーへ判定依頼をされる学生・生徒

の判定数は年間 40,000件を超え、生徒の職業意識を高め、将来の職業を真剣に考えさせる良い機

会となる適性検査として各校でその結果を活用している。今回実施した「職業レディネス・テス

ト」の分析結果を踏まえて、その活用方法との関係をまとめてみた。 

 

1. 「職業レディネス・テスト」における標準得点 

A 検査（職業興味）と C検査（職務遂行の自信度）、B検査（基礎的志向性）の結果は、標準得

点としてパーセンタイル順位を用いる。パーセンタイル順位とは、正規分布上で特定の得点間に

含まれる割合は決まっており、この割合をもとに得点の低いところから順位をつけたものである。

生徒には、このパーセンタイル順位についての説明は最小限にとどめ、100点満点の点数として受

け止めるように指導していくことが肝要である。この点数が高いか、低いかを生徒は興味深く受

け止めてくれる。 

世の中にある職業を 6つの類型（現実的領域〔R〕、研究的領域〔I〕、芸術的領域〔A〕、社会

的領域〔S〕、企業的領域〔E〕、慣習的領域〔C〕）に分け、それぞれの職業領域の標準得点を折

れ線グラフで表現したものをプロフィールという。プロフィールに山と谷がはっきりでているこ

とが望ましいとされている。山と谷があるということは、興味や志向性が分化していることを意

味しており、職業への準備性ができていることを示す。つまり、どの職業領域に興味があるかが

はっきりしていることを示しており、その領域の職業を中心として考えていけばよいことになる。 

全ての領域に高い点数を示した場合は、何をやってよいのかわからない状態である。本当にや

りたいものは何なのかを真剣に考えるようアドバイスしていただきたい。 

逆に、すべて低い点数を示した場合は、なにもやる気がないことを訴えていると捉えることに

なる。この場合は、やりたいことは何なのかを今一度考えさせることになる。また、検査の際、

ほとんど全てに「×」印をつけた場合にもプロフィールが下位を示す。この場合は、各種検査は

自分を客観的な立場から見ることができるものだから、真摯に、素直な気持ちで受けるように伝

えることが大事である。 
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2. 「職業レディネス・テスト」の各検査と分析結果 

―『第 5章 中高生の職業レディネスに対する景気の影響』水落分析を基に―  

(1) 中学生における A検査 

興味のあることを職業にできればやり甲斐が出てくることは明らかなことである。どの職業領

域に興味を示しているかを把握し、現時点の興味レベルから見た自己理解を図ることができる。 

付表 1、2の分析から、1年生と 3年生の係数の大きさを比較すれば、学年が進むと E領域（企

業的興味）、C領域（慣習的興味領域）への興味が高くなり、一方 I領域（研究的興味領域）では

興味が低くなる傾向が分かる。 

(2) 中学生における B検査 

日常生活での興味の傾向である基礎的志向性が分かる検査である。この検査から自己理解を深

めることができる。    

付表 3 の分析から、1 年生と 3 年生の係数の大きさを比較すれば、学年が進むと D 志向（対情

報関係志向）への興味が高くなる傾向があり、一方 P志向（対人関係志向）、T志向（対物関係志

向）は興味が低くなる傾向が分かる。 

(3) 中学生における C検査 

C 検査は職業に対する自信の傾向が分かる。しかしながら、中学生、高校生の段階では職業に対

する知識や体験が少なく自信度が低くなるのは当然のことである。だから、これからの職業や自

分と社会とのかかわりに関する学習や職場体験などで自信を徐々につけていくことになる。 

付表 4、5の分析から、1年生と 3年生の係数の大きさを比較すれば、学年が進むと C領域（慣

習的興味領域）への自信度が高くなり、興味と自信度が正の相関関係にあることが分かる。 

(4) 中学生における分化度 

A 検査（職業興味）の得点の高い領域と低い領域との差を分化という。分化度が高いほど職業へ

の準備性ができていることを示す。生徒が得点からイメージするのは、すべてが高い位置にある

状態を良いと考える。しかし、この「職業レディネス・テスト」における職業の準備性を表す場

合には、得点の高い領域と低い領域の差が大きい方がより分化していることを示す。 

付表 6 の分析から、1 年生と 3 年生のオッズ比の大きさを比較すれば、学年が進むにつれ、分

化度が高くなることが分かり、好ましい傾向を示しているといえる。   

(5) 高校生における A検査 

付表 7、8の分析から、普通科と他の学科との係数の大きさを比較すれば、工業科の生徒は R領

域（現実的的興味領域）、I 領域（研究的興味領域）、A 領域（芸術的興味領域）、C 領域（慣習

的興味領域）が高くなり、商業科の生徒は S領域（社会的興味領域）、E領域（企業的興味）、C

領域（慣習的興味領域）が高くなっている。これは、学科の学習内容を踏まえて、将来の職業へ

の傾向がはっきり出ていると推測される。  
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(6) 高校生における B検査     

付表 9の分析から、2年生と 3年生の係数の大きさを比較すれば、学年が進むと特に D志向（対

情報関係志向）と T 志向（対物関係志向）が高くなり、普通科と工業科を比べた場合、工業科の

生徒が高い得点の領域は D 志向（対情報関係志向）と T 志向（対物関係志向）となる。逆に低い

領域は、P志向（対人関係志向）である。これは工業科の生徒の特徴が良く出ている結果と思われ

る。 

(7) 高校生における C検査       

付表 10、11の分析から、普通科と他の学科との係数の大きさを比較すれば、工業科の生徒は R

領域（現実的的興味領域）、I 領域（研究的興味領域）、A領域（芸術的興味領域）、C領域（慣

習的興味領域）が高くなっており、商業科の生徒は C領域（慣習的興味領域）が高くなっている。

これは、A 検査の結果とほぼ同様の結果で、学科の学習内容を踏まえて、将来の職業への自信が表

れていると考えられる。 

(8) 高校生における分化度      

付表 12の分析から、1年生と 3年生のオッズ比の大きさを比較すれば、中学生と同様に、学年

が進むにつれ、分化度が高くなり、好ましい傾向を示しているといえる。そして、工業科の生徒

の分化度が高くなる傾向は、専門学科の学習による将来の職業への準備性が備わっていることで、

納得のいくことである。 

 

3. ワークシートによる職業探索  

(1) 興味検査（A検査）の結果と職業との照合 

興味のあることを職業にできたら、仕事に対するやる気が出て、やり甲斐がある。「職業レデ

ィネス・テスト」では、A検査で 1番高い標準得点を得た職業領域を視覚的に捉えつつ、職業探索

ができるようになっている。 

具体的な職業例が数多く掲載され、その中から自分が関心を持った職業を探索していくことに

より、職業との照合が図られる。 

(2) 基礎的志向性検査（B検査）の結果と職業との照合 

 日常生活での志向性からアプローチして職業を探索するために B 検査で 1 番高い標準得点を得

た基礎的志向性から職業探索ができるようになっている。ここでも具体的な職業例が数多く掲載

され、その中から自分が関心を持った職業を探索していくことにより、職業との照合が図られる。 

(3) 「Ｍｙ職業リスト」への記入 

 上記 3の(1)(2)の職業探索から自分で選んだ関心のある職業を「Ｍｙ職業リスト」へ記入する。

将来、職業を選ぶ時のヒントとして活用できるよう、また、今後の進路選択の資料として参考に

なればと思う。 
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  4. 「職業レディネス・テスト」の活用とキャリア教育の推進 

2011年の中央教育審議会答申「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」

では、キャリア教育を「一人ひとりの社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度

を育てることを通して、キャリア発達を促す教育」と定義した。 

生徒が自分自身を知り、仕事の内容を知ることは進学や就職の方向性についての意思決定をす

るうえで重要なことであり、その際、アセスメント・ツールを活用することで、一人ひとりの個

性を科学的・客観的に捉え、職業との関係性を知ることが可能となる。その結果を将来の目標に

照らし合わせ、効果的に活用することこそがキャリア教育の目標である。 

もちろん、生徒の職業への興味・関心は成長とともに変化する。そして、徐々に自己の人生を

方向付けし、自分らしい生き方を実現していく。生徒が自己の将来を展望し、それに向けて社会

の中での自分の役割を果たしながら、自分自身の人生の方向性を考えていくことが大切なことで

ある。 

教育は生徒に夢を抱かせるものだと思う。教師は生徒に夢を抱かせるよう語り掛け、生徒一人

ひとりの夢を実現するためにアセスメント・ツールを活用して、生徒に適切なアドバイスを送る

ことにより、生徒はまた一歩夢の実現に近づくものと確信する。 
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